
Eb-034 会場：C310 時間：6 月 26 日  14:45-15:00

Study of effects of strong electric field on radio wave absorption in the polar D region
using EISCAT UHF and MF data
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EISCAT UHF レーダーの電子密度、電場のデータと、同じ場所に設置されている MF レーダーの分反射観測とを用

いることにより、電波吸収現象のメカニズムを再検討する。

MF 帯の電波が吸収されていると考えられる８つの例について解析した。その結果、電波吸収がＤ領域の電子密

度上昇によって説明できる例も多かったが、Ｄ領域の電子密度は低いものの電場強度が 50mV/m を越えている例が

２つ見つかった。

講演では、これらの現象と下部Ｅ領域のプラズマ乱流現象により増加する電子の実行衝突周波数との関連につ

いても議論する。

太陽面爆発や非常に高いエネルギーのオーロラ粒子の降下により電離圏Ｄ領域の電子密度が十分増加したとき、

電波の吸収が起こることが広く知られている。これは、電子の中性大気粒子との衝突周波数がが非常に大きいため

である。
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いることにより、電波吸収現象のメカニズムを再検討する。
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度上昇によって説明できる例も多かったが、Ｄ領域の電子密度は低いものの電場強度が 50mV/m を越えている例が

２つ見つかった。

講演では、これらの現象と下部Ｅ領域のプラズマ乱流現象により増加する電子の実行衝突周波数との関連につ

いても議論する。
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